
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２・１９総がかり講演集会 

２２００人が参加 
戦争法廃止へ 
２０００万人署名成功を確信 
 

 「９月１９日を忘れない！」として、全国に１９日行動をよびかけて取り組んでいる戦争させな

い・9 条壊すな！総がかり行動実行委員会は１９日、「12・19 自衛隊を戦場に送るな！総がかり講

演集会」を北区王子の「北とぴあ・さくらホール」で開催しました。参加者は、会場に入りきれず

プログラムを持ち帰った人たちを含め２２００人でした。 

講演集会には午前 11 時から入場を待つ人もおり、入場整理券は早々となくなりました。用意し

た第 2会場も超満員となりました。満員札止めをあきらめきれず待った人たちに対し、ロビーでの

音声参加が急きょセットされました。王子駅からやむなく帰った人、会場入口からかえった人が数

百人にのぼりました。 

講演集会では、芸人９条の会のオオタ・スセリさんによるプレイベント、主催者あいさつと行動

提起を高田健さん（解釈で憲法 9条を壊すな！実行委員会）が行いました。中野晃一上智大学教授

が「安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連合」を代表して連帯あいさつを行いました。 

また政党代表あいさつが、民主党＝小川敏夫参院幹事長・参院議員、日本共産党＝山下芳生書記

局長・参院議員、社民党＝吉田忠智党首・参院議員、生活の党＝渡辺浩一郎元衆院議員から行われ

ました。 

講演では井筒高雄氏が元自衛官の立場から「戦争法と自衛隊」と題する講演、高木一郎弁護士・

労働弁護団前幹事長が「自衛官の家族相談から」と題する講演を行いました。 

最後に戦争をさせない 1000 人委員会の山本圭介さん、解釈で憲法 9条を壊すな！実行委員会の

菱山南帆子さん、戦争する国づくりストップ！憲法を守りいかす共同センターの米山淳子さんがリ

レートークを行いました。 

参加者は、今年のたたかいに確信をもつとともに、戦争法廃止、そのために年内も、新年には 1

月 4 日の国会開会日行動、5 日の市民連合による新宿大街宣、１・１９国会前行動などを 2000 万

人署名の成功をめざす運動の中で取り組むことを熱気あふれる思いで意思統一しました。 
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